
第５回須賀川市教育委員会 会議 

・令和４年５月２７日（金曜日） 

・市役所庁舎４階大会議室Ｄ 

議事日程第１号 

          令和４年５月２７日（金曜日）午後３時００分 開議 

日程第１ 会期の決定 

日程第２ 教育長報告 

日程第３ 報告第７号  教育委員会の権限事務に係る教育長の臨時代理について 

日程第４ 報告第８号  教育委員会の権限事務に係る教育長の臨時代理について 

日程第５ 報告第９号  令和３年度公益財団法人ふくしま科学振興協会決算につい 

          て 

日程第６ 議案第９号  須賀川市学校給食センター運営協議会委員の委嘱について 

日程第７ 議案第10号 須賀川市社会教育委員の委嘱について 

  

出席者（５人） 

      教育長            森合義衛 

     １番委員          阿部昭光 

     ２番委員          関根真吾 

     ３番委員          須田由利子 

     ４番委員          渡辺由美子 

 

説明のため出席した者 

     教育部長          角田良一 

          文化交流部長        須田勝浩 

     教育総務課長        小池文章 

     学校教育課長        野原光弘 

     こども課長         板橋圭寿 

     生涯学習スポーツ課長    熊田保 

 

事務局職員出席者 

     学校教育課主任指導主事   武田純 

     教育総務課主幹兼課長補佐  上田孝夫 

教育総務課総務係長     有我広美 

     

○ 教育長（森合義衛）第５回須賀川市教育委員会会議の開会を宣言し、議事に入

る。（午後３時００分 開会） 

 



日程第１ 会期の決定 

 

○ 教育長（森合義衛）会期を提案し、本日1日と決定する。 

 

日程第２ 教育長報告 

 

○ 教育長（森合義衛） 

  それでは、私の方から２点ほど報告させていただきます。 

 

１ 新型コロナウイルス感染症に関する学校の教育活動と児童・生徒の感染状況につ

いて 

前回の教育委員会会議以降の新型コロナウイルス感染症に関する学校の教育活動

と児童・生徒の感染状況について報告いたします。 
新型コロナウイルスの感染状況は、先月から引き続き、毎日発表される新規感染者

が高止まりの状況が続いております。近日中は、ひとけた台の感染者数となっており

ますが、それまで４月、５月の本市においては、１０万人当たりの新規感染者数が県

内でも高い位置にいる状況が続いています。 
５月１８日水曜日に開催予定であった「交通安全鼓笛パレード」は、３年ぶりの開

催の可能性を模索しながら、開催１週間前の５月１１日に開催可否の判断をするこ

ととしておりましたが、大型連休明けの感染拡大傾向を受け、たいへん残念ながら中

止することとしました。 
各小学校の運動会については、学年ブロックごとの時間差開催や時間短縮など感

染防止対策を十分に考慮したうえで実施され、各校とも鼓笛演奏の練習成果は発揮

できていると報告を受けております。 
なお、５月１４日土曜日に運動会を実施予定だった市内１０校は、悪天候のため、

翌日５月１５日日曜日に順延し、暖かな晴天のなか実施することができました。ま

た、５月２１日に実施予定だった５校のうち、１校は予定日直前に在校児童の感染者

数が増え、学級閉鎖措置をとることとなり、５月２８日に延期することとしました

が、他４校は好天のなか予定通り実施することができました。延期した１校と合わ

せ、残り２校は、校庭状況を見ながら明日２８日に実施が予定されています。 
さらに、５月１３日金曜日の県の対策本部会議においては、感染拡大防止重点対策

を５月１５日をもって解除し、５月１６日月曜日から５月３１日火曜日まで、新たに

「子どもの感染拡大防止重点対策」を開始し、学校における行動基準は「レベル２」

を継続することが決定されました。なお、この重点対策は、期限を６月１２日まで延

長するという報道がなされております。 
そのため、中体連においては、学校の行動基準の規定を踏まえ、５月１８日の支部

陸上大会、及び５月３１日・６月１日に予定されている支部総合大会の「無観客開催」



を決めました。 
教育委員の皆様におきましては、各行事、大会とも、それぞれの主催者が子どもた

ちのために悩みながら開催の可否や開催方法を決断し、実施の際には可能な限りの

感染防止対策を講じて運営しておりますことをご承知おきくださいますようお願い

いたします。 
 
２ 子どもたちの活躍について 

今月入りました子どもたちの活躍について報告いたします。 

日本ファイナンシャル・プランナーズ協会主催の『第１５回小学生『夢をかなえる』

作文コンクール 高学年部門』において、応募当時 大森小学校６年 現在大東中学

校１年の太田璃莉花さんの作品「夢を実現するために」が、全国３，３５７点の作品

の中から厳しい審査を勝ち抜き、最優秀個人賞を受賞いたしました。 

太田さんの作品は、夢の実現のためにはどのような人生設計が必要かを計画した

ライフプランシートを添付し、天文学者になりたいという夢に向かって何が必要か

を分析した前向きな作品となっています。資料に載せておきましたので、ご覧くださ

い。 

  
○ 教育長（森合義衛）日程第２ 教育長報告については了承願います。 

  

日程第３ 報告第７号 教育委員会の権限事務に係る教育長の臨時代理について 

 

○ 教育長（森合義衛）日程第３ 報告第７号 教育委員会の権限事務に係る教育長の

臨時代理についてを議題とし、事務局の説明を求める。 

 

○ 教育部長（角田良一）報告に基づき説明する。 

 

○ 教育長（森合義衛）質疑、意見等を諮る。 

        （「なし」との声あり） 

 

○ 教育長（森合義衛）異議なしと認め、報告第７号については、原案のとおり了承

する。 

 

日程第４ 報告第８号 教育委員会の権限事務に係る教育長の臨時代理について 

 

○ 教育長（森合義衛）日程第４ 報告第８号 教育委員会の権限事務に係る教育長の 

臨時代理についてを議題とし、事務局の説明を求める。 

 

○ 教育部長（角田良一）報告に基づき説明する。 



 

○ 教育長（森合義衛）質疑、意見等を諮る。 

        （「なし」との声あり） 

 

○ 教育長（森合義衛）異議なしと認め、報告第８号については、原案のとおり了承 

する。 

  

○ 教育長（森合義衛）日程第５ 報告第９号 令和３年度公益財団法人ふくしま科

学振興協会決算についてから 日程第７ 議案第10号 須賀川市社会教育委員の

委嘱についてまでを議題とする。 

  本件は、市議会提出案件及び人事に関する案件のため、須賀川市教育委員会会議

規則第18条第1項の規定により秘密会として審議することを提案し、秘密会をす

ることを決定する。 

        （事務局で入口を封鎖する。） 

 

日程第５ 報告第９号 令和３年度公益財団法人ふくしま科学振興協会決算につい 

て 

 

○ 教育長（森合義衛）日程第５ 報告第９号 令和３年度公益財団法人ふくしま科

学振興協会決算についてを議題とし、事務局の説明を求める。 

 

○ 文化交流部長（須田勝浩）報告に基づき説明する。 

 

―――――――――――――――【非公開】――――――――――――――― 

 

○ 教育長（森合義衛）異議なしと認め、報告第９号については、原案のとおり了承 

する。 

  

日程第６ 議案第９号  須賀川市学校給食センター運営協議会委員の委嘱について 

 

○ 教育長（森合義衛）日程第６ 議案第９号 須賀川市学校給食センター運営協議会

委員の委嘱についてを議題とし、事務局の説明を求める。 

 

○ 教育部長（角田良一）議案に基づき説明する。 

 

―――――――――――――――【非公開】――――――――――――――― 

 



○ 教育長（森合義衛）異議なしと認め、議案第９号については、原案のとおり可決 

する。 

 

日程第７ 議案第10号 須賀川市社会教育委員の委嘱について 

 

○ 教育長（森合義衛）日程第７ 議案第10号 須賀川市社会教育委員の委嘱につい 

てを議題とし、事務局の説明を求める。 

 

○ 文化交流部長（須田勝浩）議案に基づき説明する。 

 

―――――――――――――――【非公開】――――――――――――――― 

 

○ 教育長（森合義衛）異議なしと認め、議案第10号については、原案のとおり可

決する。 

 

以上により、本日の日程を終了し、第５回須賀川市教育委員会会議の閉会を宣言 

する。 

（午後３時３７分 閉会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ 令 和 ４ 年 第 ５ 回 分 ） 

 

●閉会後の意見交換事項（午後４時３０分 終了） 

             

１ 市内学校の感染症罹患状況について 

（野原学校教育課長説明） 

 

２ 児童施設の新型コロナウイルス感染症罹患状況について 

      （板橋こども課長説明） 

 

３ 日程第５ 報告第９号 関根真吾委員からの質問に対する回答 

                      

                            


